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実施主体 
日本新薬株式会社 

本社地区 

事業又は取組

の名称 

日本新薬株式会社本社地区における環境

対策 

事業又は取組

の実施場所  

日本新薬株式会社  

本社地区及び地区周辺 

事業又は取組の 

概要 

「日本新薬企業行動憲章」及び「日本新薬環境基本方針」に基づき、継続的環境保

全活動に取り組んでいます。 

また、平成21年10月に更新された「日本新薬グループ行動規範」の中でも、＜地

球環境に配慮した事業活動を推進し、その維持改善に取り組みます＞と記載していま

す。      

事業又は取組の 

経過 

１ グリーン化 

(1)創薬研究所１号館屋上に植樹帯の設置：約90平方ﾒｰﾄﾙ（Ｓ56年）          

(2)コンクリート塀をグリーンフェンス（生垣）に変更：約144平方ﾒｰﾄﾙ（Ｈ６年）  

(3)工場・倉庫の跡地に緑地の新設(植樹・芝生)：2,773平方ﾒｰﾄﾙ（Ｈ14～15年) 

２ グリーン購入の実施 

Ｈ17年に「本社グリーン購入ガイドライン」を作成し継続実施 

３ 省エネ活動 

(1)適正冷暖房として、Ｈ20年度より夏場は27℃→28℃以上 

 冬場は22℃→20℃以下に温度設定を変更して実施 

(2)照明器具を高効率型（Hf型）に変更（Ｈ17年～） 

(3)事務所の空調機に間欠運転装置を設置し省エネを実施（Ｈ20 年～）看板及びポ

スターの設置 

(4)事務所ビルの窓ガラスに日照調整フィルムを貼り付けし、空調負担を軽減 

（Ｈ21年～） 

４ 廃棄物ゼロエミッション計画（廃棄物発生量に対する最終処分量の割合） 

Ｈ20年度までに１％以下を達成し、更に継続して実施 

５ 社会貢献活動 

(1)Ｈ17 年６月より、毎週末に本社地区周辺及び西大路周辺の清掃を継続実施（就

業前のボランティア） 

(2)研究施設に大学等の研修生を受入 

(3)研究施設の大学等の研修生を受入 

(4)少年野球教室の定期的な開催 

(5)京都市内の小学校へ「出前授業」を実施 



 

事業又は取組の 

実施による効果 

１ グリーン化 

景観の改善と地球温暖化の防止になっている。 

２ グリーン購入率（事務用品）の実績 

Ｈ19 年（76％）、Ｈ20 年（77％）、Ｈ21 年（89％）とグリーン購入率は増加して

いる。 

３ 省エネ活動 

・省エネポスター及び胸表示プレートの配布等により設定温度は厳守され、エネル

ギーの削減となっている（環境に対する意識も向上している）。 

・環境と共生するビジネススタイルの定着を図るため「クールビズ、ウォームビズ」

を推進し、従業員の省エネ意識は更に向上している。 

４ 廃棄物ゼロエミッション（廃棄物発生量に対する最終処分量の割合は１％以下） 

・３ヵ年計画（Ｈ18 年度：1.9％→Ｈ20 年度：0.9％）で達成したが、Ｈ21 年度は

1.7％と増加し、更に計画を３ヵ年延長。 

今後の展開・方向性

など 

１ 省エネ活動及びグリーン購入を継続する。 

２ 小学生への環境学習「出前授業」を継続して実施する 

３ 廃棄物ゼロエミッションの達成（1.0％以下）を更に推進していく。 

４ 屋上緑化について 

 ・建物の建設時には、京都市及び京都府の「地球温暖化対策条例 建築物等緑化促

進制度」に則り、屋上緑化に取り組む。 

問い合せ先 

連絡先：総務部環境技術課 

    TEL 075-321-9070 

    FAX 075-323-2666 

 


